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要望︓
河川濁度調査結果の
オープン化について

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構
産業技術環境研究本部
エネルギー・環境・地質研究所

濱原 和広
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各森林室の実施している、河川⽔濁度調査結果
項⽬
○濁度 ○調査⽇時 ○調査地点の位置情報（緯度経度）

後志総合振興局森林室のデータは
すでにオープン化していただいています。

オープン化していただきたい情報

他の森林室の調査結果もCSVフォー
マットでのオープン化を希望します。
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河川⽔の「濁り」の情報について
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河川濁度調査結果は、
⾮常に価値のある情報です。

・⽔道⽔の断⽔（上⽔処理への影響）
・農業利⽔施設への影響
・⽔産資源への影響
・景観上の障害

各分野で対策も
実施されている。

・どのような気象・流域条件下で発⽣しやすい︖
・⻑期的な傾向は︖
・将来的にどうなっていくのか︖

河川⽔の「濁り」は、私たちの⽣活に様々な影響をもたらす。

効果的な対策のためには、それぞれの河川において、
濁⽔の発⽣メカニズムを把握し、発⽣を予測することが必要。

これらの把握
・予測のために

我々の着⽬点
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調査地点の流量・濁度
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調査データは何に使う︖

○⼤⾬時に河川⽔濁度がどれだけ上昇するか︖の予測モデルの
精度向上（パラメータ校正）に活⽤します。

予測された濁度実際に観測された濁度

濁度予測モデル

濁度予測モデル

分布型降⾬流出モデル

流量が
どう変わるか︖

濁度が
どう変わるか︖

微細⼟発⽣・
流出過程モデル 時間→

濁
度

→

流
量

→

地点名 調査⽇時 濁度
オフケシ川_1 H22.7.30 12.9
オフケシ川_2 H22.7.30 5.22
オフケシ川_3 H22.7.30 1.72

地点名 調査⽇時 濁度
オフケシ川_1 H22.7.30 12.9
オフケシ川_2 H22.7.30 5.22
オフケシ川_3 H22.7.30 1.72

降⽔量分布

⽐較・検証

パラメータ校正
（チューニング）

精度向上

データ
⼊⼿

データ抽出
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気候変動影響の予測・評価情報

濁度予測モデルは何に使う︖

道総研研究課題（R2~R4年度）
気候変動による河川⽔環境の変化が地域に及ぼす影響の評価⼿法の構築

迫り来る気候変動問題

北海道は過去100年で既に1.6℃上昇

21世紀末には⼤⾬や短時間強⾬の
頻度が増加することが予測されている。

出店︓北海道地⽅
地球温暖化予測情
報（気象庁札幌管
区気象台）

気候変動への
適応を推進

気候変動
予測情報

河川⽔の「濁度」に着⽬し、将来、⼤⾬の増加に伴い⽔質（濁度）がどれ
だけ変化し、⽣活・産業にどれだけの影響が出るかの情報の提供を⽬指す。

濁度予測モデル
・⾬の降り⽅はどう変化する︖
・河川⽔の濁度はどうなる︖
・⽣活/産業⽤⽔供給への影響は︖
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第1回 北海道オープンデータ官⺠ラウンドテーブル

要望︓
河川濁度調査結果の
オープン化について

ご検討よろしくお願い
いたします


